
 

令和 4年度・５年度 武蔵野市教育課題研究開発校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１月 26日（金） 

 武蔵野市立関前南小学校 
 

 

研究主題 

物語を自ら読み深める児童の育成 

～「言葉による見方・考え方」を働かせ、深い学びを実現する授業づくり～ 



                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校目標  

◎しっかり考える子ども 

○すなおでやさしい子ども 

〇元気な子ども 

国語科の目標 

 言葉による見方・考え方を働かせ、

言語活動を通して、国語で正確に理

解し適切に表現する資質・能力を育

成する。 

児童の実態 

○物語を好む児童が多く、物語文への

学習意欲も高い。 

〇友達との協動的な学びを好み、その

よさを感じている。 

●物語の内容が読み取れない、自分

の考えがもてないことから、学習への

苦手意識をもつ児童が少なくない。 

●特定のジャンルにとどまり、読書の幅

が広がりづらい。 

研究構想図 

低学年の目指す児童像 

 

・場面の様子や登場人物の行動を

とらえて想像できる児童 

・登場人物と自分を重ね合わせて

感想をもち、それを積極的に伝え

ようとする児童 

 

 

 

 

中学年の目指す児童像 

 

・叙述を基に、登場人物の気持ち

や行動を捉えたり、物語の情景や

登場人物の変化を豊かに想像し

たりする児童 

・物語を読んで理解したことに基づ

いて感想や考えをもち、それらを

友達と交流して共通点や相違点

を捉えることができる児童 

高学年の目指す児童像 

 

・描写を基に、登場人物の相互関

係や心情を捉えたり、物語の全体

像や人物像を豊かに想像したり

する児童 

・物語を読んで理解したことに基づ

いて、自分の感想や考えをまと

め、それらを友達と交流して自分

の考えを広げることができる児童 

目指す児童（物語を自ら読み深める児童）の姿 

・物語を読み、内容を捉えたり、想像を広げたりする児童 

・物語について自分の考えをもち、他者との交流を通して自分の考えを見つめ直す児童 

・物語を好み、進んで読書に親しむ児童 

【深い学びにつなぐ３つの「関連付け」】 
①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

② 言 葉 （ 叙 述 ） と 言 葉 （ 叙 述 ） 

③自分の考え（解釈 ） と他者の考え（解釈 ） 

ある言葉（心情や情景、変化、主題にかかわる言葉等）に注目し、様々な考え方（比較、視

点を変える等）を働かせて、人物の心情や場面の状況などを深く考える。 

「言葉による見方・考え方」を働かせた読み 

「単元の学習過程」の工夫 

「１単位時間の学習の流れ」の工夫 

＜研究仮説＞ 

「言葉による見方・考え方」を働かせ、３つの「関連付け」が相互に関わり作用し合うことで深い学びを実現し、物語

を自ら読み深める児童が育つだろう。 

 



 

 

「言葉による見方・考え方」を働かせるとは、「児童が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言

葉の意味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること」（小学校学習

指導要領（平成 29年告示）解説 国語編より）である。 

 本校では、物語文における「言葉による見方・考え方」を働かせた深い読みを、以下のように捉えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、これらの読みを実現するために特に 「単元を通して着目する言葉」 や 「本時で着目する言葉」 を設定し、

言葉に着目した読みができるように単元の学習過程を工夫する。 

 

 

 

以下に示した３つの「関連付け」が互いに関わり合い作用し合うことで、深い学びにつながると捉えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の概要 

 “ある言葉に着目（見方）し、比較や視点の変化等といった考え方を働かせた読み”を通して、 

 

 

 

 

 

 

人物の心情や場面の状況などを深く考えたり、ものの見方を定めたり、変えたり、考え方が明確になったりする読み。 

   

～「言葉による見方・考え方」を働かせた読み～ 

 

設 定：時、場所、登場人物 

場  面：出来事、様子等 

人物像：様子や行動、会話文、修飾語、比喩、色彩、情景等 

心 情：様子や行動、会話文、修飾語、比喩、色彩、情景、 

擬声語、擬態語、呼び方、表記、反復表現等 

主 題：主題につながる言葉 

比 較：類推する、人物や場面の対比 

視点の変化：登場人物や中心人物の視点、 

           語り手の視点、読者の視点 

～深い学びにつなぐ３つの「関連付け」～ 

 

 

③自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

他者との「対話・交流」を通して、自分の

考え（解釈）を見直し、新たに考え（解釈）を

形成すること。児童は、児童同士や教師との

「対話・交流」を通して、共通点や相違点に

注目しながら、自分の考えと他者の考えを比

べたり、他者の考えを知り、それを取り入れた

り、考えを広げたりすることができる。さらに、

「対話・交流」を通して、自分の考えと友達の

考えを比べることで、自分の考えを見直し、

考えを広げたり、深めたり、変化させたりする

ことができる。 

 

②言葉（叙述）と言葉（叙述） 

ある言葉（叙述）を読むために、他の言葉（叙述）

と関連付けて解釈して、多様な考えを生み出すこと。

児童は、繰り返しある言葉に着目したり、複数ある登

場人物の言動に着目したりすることを通して、より多

面的に考えて読み進めることができる。 

 

①新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

物語文を読むとき、新たな知識（読み方）と既習の知識（読

み方）とを関連付けて読み進め、知識（読み方）を更新するこ

と。児童は、「この読み方が共通している。」「この読み方が新し

い読み。」「次読むときには、この読み方が生かせそう。」と自覚

して自ら物語文を読み進めることができる。 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の見通し
をもつ 

通読・初発の
感想 

言語活動 
学習課題 

単元の目標、既習の読み方と本単元の

読み方、「単元を通して着目する言葉」 

を確認する。 

学習計画は、単元を通して働かせる

「見方・考え方」と 「単元を通して着目

する言葉」 を関連付け、言語活動を踏

まえて設定する。 

 
 

精読 
（精査・解釈） 

「見方・考え方」（どの言葉に着目し、ど

う考えるか）や 「単元を通して着目する

言葉」 を意識しながら学習を進める。 

中心人物の変化や山場の検討や 「単

元を通して着目する言葉」 を手がかり

にして、主題の検討をする。 

主題の検討 

単元で学んだ読み方や「見方・考え方」の

理解を深め、今後の活用を促す。 

 

【言語活動例】 

音読劇、紙芝居づくり、評論文、関連図書紹介 

本の帯づくり、読書新聞、読書座談会 

まとめ 

展開 

教材文の音読 

個人追究 

協働追究 
交流を通して、３つの関連付けのひとつで

ある「自分の考え（解釈）と他者の考え

（解 を確認し、他者の考えを知ることのよ

さに気付いたり、他者の考えを受け入れた

りする。また他者の考えの共通点や相違

点を見出したり、他者の考えを踏まえて自

分の考えを広げ深めたり、他者の考えを

総合して検討したりすることができるよう

にする。 

３つの関連付けの一つである「言葉（叙

述）と言葉（叙述）を確認し、言葉（叙述）

に着目させ、その言葉（叙述）を基に考え

ることで、自分の考えの形成をし、解釈を

する。 

まとめ 
振り返り 

本時の「見方・考え方」や 「単元を通し

て着目する言葉」 「本時で着目する言

葉」を意識した読み方について価値付

け、これからも活用することができるよう

にする。 

言語活動 

価値付け 

新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

単元の作り方 

導入 

学びの確認 

本時のめあて 

「見方・考え方」（どの言葉に着目し、ど

う考えるか）や「単元を通して着目する

言葉」について確認する。 「本時で着

目する言葉」も必要に応じて設定する。 

また、３つの関連付けの一つである（読

みと既習の知識（読 

み方を確認し、本時の学習を主体的に

読み進めていくことができるようにする。 

 

１単位時間の授業の作り方 

 

 

第１次 

第２次 

新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

自分の考え（解釈）と他者の考え（解釈） 

言葉（叙述）と言葉（叙述） 

第３次 新たな知識（読み方）と既習の知識（読み方） 

 

 

 

 

 

 

たな知識（読み方）と既習の知識（読み 

方） 

新 

言葉（叙 

述）と言葉（叙述） 

自分の考え（解釈）と他者の考え（解 

釈） 

 

  

 

 

 



 

 

 

 

第１次 第２次 第３次 

・挿絵を基に、物語の大まかな流れを 
確認する。 
・単元を通して着目する言葉を確認す 
る。 

 

・学習課題を設定 
・クライマックスを確認 
・小さな魚のきょうだいたちを助けた
行動から、スイミーの思いを考える。 

・自分の一番好きな場面を選びその 
場面の紙芝居をつくる。 

 

 

本時の流れ 主な学習活動 ３つの関連付け 

 １ 前時の学習を振り返る。  

・スイミー日記を紹介し、学習を振り返る。 

 

２ 学習課題を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

３ 音読をする。 

・言葉（叙述）に添った表現をすることで、 

物語の世界観を想像できるようにする。 

 

４ ３つの「かんがえた」の表現がもつ意味の違いを 

確かめる。 

  ・理由が分かる叙述に線を引き、言葉に着目してから、 

スイミーの気持ちをワークシートに書く。 

 

５ 話型を意識したグループでの話合い 

  ・スイミーがどんな生活をしたいかを伝え合う。 

 

 

 

６ 学習を振り返る 

  ・スイミー日記を書いたり、スイミーの心を表したりする。 

 

 

 

本時のめあて 

学習課題の提示 

学びの確認 

教材文の音読 

個人追究 

協働追究 

まとめ/振り返り 

 

展開 

導入 

まとめ 

「単元を通して着目する言葉」 大きな魚・まっくろ 

 

「本時で着目する言葉」  かんがえた 

 

実践事例 第２学年「スイミー」 

 

単元の学習過程 

１単位時間の授業の流れ 

言葉による見方・考え方を

働かせた深い読み 

スイミーはなんのために「かんがえた」のだろう。 

新しい知識（読み方）と既習

の知識（読み方）の関連付け 

 

言葉（叙述）と言葉（叙述）

の関連付け 

自分の考え（解釈）と他者の

考え（解釈）の関連付け 

 

行動や会話文を手掛かりに

スイミーの気持ちを読むこと

を確認する。 

３つの「かんがえた」に着目し、

それぞれの違いを捉えることで、

スイミーがなんのために「かんが

えた」のかを読み取る。 

意見の伝え方、聞き方を確認する。 



 

 

 

 

第１次 第２次 第３次 

・叙述に基づいて、初発の感想や「白 
いぼうし日記」を書いたり、読み取り 
マップを作成したりする。 
・単元を通して着目する言葉を確認 
し、学習課題を設定する。 

・学習課題を解決する。 
・登場人物の気持ちや出来事、場面
のつながりについて読み深める。 
・主題を検討する。 

・第１次で書いた「白いぼうし日記」 
や学習したことを基に、「白いぼうし
日記」を完成させ、紹介し合う。 

 

 

 

学習の流れ 主な学習活動 ３つの関連付け 

 １ 前時の学習を振り返る。  

・前時の学習感想を基に、学習を振り返る。 

 

２ 学習課題を確認する 

   

 

 

 

 

 

３ 音読をする。 

・叙述に沿った表現をすることで、場面の様子や「松井さ

ん」の気持ちを想像できるようにする。 

 

４ 「松井さんは、どうして白いぼうしに夏みかんを入れたの

か。」について考える。 

・叙述を基に考え、クラゲチャートにまとめる。触手に叙述

を、かさにそれら叙述を関連させた自分の考えを書く。 

 

５ グループや全体で交流する。 

・交流の仕方を示した発表カードを活用する。 

・自分と友達の考えを比べ、共通点や相違点、取り入れた

いところに注目し、自分の考えを見直す。 

・全体で「なぜ他の物ではなく、夏みかんを入れ 

たのか。」について検討する。 

 

６ 学習を振り返る 

  ・振り返りの視点を基に、本時の学習感想をまとめる。 

 

本時のめあて 

学習課題の提示 

学びの確認 

教材文の音読 

個人追究 

協働追究 

まとめ/振り返り 

 

展開 

導入 

まとめ 

「単元を通して着目する言葉」  白いぼうし・夏みかん 

 

実践事例 第４学年「白いぼうし」 

 

単元の学習過程 

１単位時間の授業の流れ 

松井さんは、どうして「白いぼうし」に夏みかんを入れた

のか。 

 

言葉による見方・考え方を

働かせた深い読み 

自分の考え（解釈）と他者の

考え（解釈）の関連付け 

 

言葉（叙述）と言葉（叙述）

の関連付け 

複数の言葉（叙述）を関連付

けて考えられるように、くらげチ

ャートを活用する。 



 

 

 

 

第１次 第２次 第３次 

・叙述に基づいて、初発の感想を書
き、内容の大体を捉える。 
・学習計画を立てる。 
・単元を通して着目する言葉を確認す
る。 

 
 
 
 

・叙述を基に、登場人物の人物像や
心情を考えまとめる。 
・叙述を基に、登場人物の関係性の
変化をまとめる。 
・主題を検討する。 
 
 
 
 

・これまでに学んだ「律」と「周也」の
関係性の変化に着目して、感想を書
き、紹介し合う。 

 
 
 
 
 
 

 

 

学習の流れ 主な学習活動 ３つの関連付け 

 １ 前時の学習を振り返る。 

・「律」と「周也」の心情曲線を基に振り返る。 

 

２ 学習課題を確認する 

 

 

 

 

 

 

 

3 音読をする。 

・叙述に沿った表現をすることで、「律」と「周也」の心情を

想像できるようにする。 

 

4 「天気雨」を通して「律」と「周也」の心情がどのように変

化したのかを叙述を基に考え、クラゲチャートにまとめる。 

・「天気雨」のときの心情を表す言葉に着目する。 

 

５ グループや全体で交流する。 

・「律」と「周也」の心情を伝え、自分の考えを見つめ直す。 

 

６ 「律」と「周也」の心情の変化を、心情曲線で表してまと

める。 

・学んだことを基に、自分の読みを更新し、「律」と「周也」の

関係性が変化したことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時のめあて 

学習課題の提示 

学びの確認 

教材文の音読 

個人追究 

協働追究 

まとめ/振り返り 

 

展開 

導入 

まとめ 

実践事例 第６学年「帰り道」 

 

単元の学習過程 

「単元を通して着目する言葉」  帰り道 

「本時で着目する言葉」          天気雨 

「律」と「周也」の心情が、どのように変化したかを考え

よう。 

言葉による見方・考え方を

働かせた深い読み 

言葉（叙述）と言葉（叙述）

の関連付け 

自分の考え（解釈）と他者の

考え（解釈）の関連付け 

 

複数の言葉（叙述）を関連付

けて考えられるように、クラゲチ

ャートを活用する。 

他者との考えの違いを自覚化

したり、様々な考えを関連付け

たりして新しい考えを生み出

す。 

１単位時間の授業の流れ 



 
 

 

 

 

 

 

 

（１）では 77％の児童が物語文の学習を肯定的に捉えていることが
分かった。肯定的な児童の意見として「登場人物の気持ちを考えるこ
とが好き」「物語の想像を膨らませることが楽しい」「現実にはない物
が登場したり現実には起こらない出来事が起こったりして楽しい」
「物語を読み解いていくことが好き」などが多くみられた。 
 
⇒物語の学習において登場人物の気持ちを言葉に着目して捉えさせ
ることで、学習の深まりをもたらすことができると考えられる。 

 
 

 

 

（２）では、前年度に比べ肯定的な回答が 10％近く上昇した。この
ことから、言葉（叙述）を基に自分の考えを形成することが出来てい
る児童が多いことが分かった。 
 
⇒本校が取り組んできた大切な言葉に着目しながら物語を読み進め
る指導の積み重ねが有効だったと考える。 

                    
（３）では、児童が登場人物の心情や情景を読むとき、70％以上が
「中心人物の様子が分かる言葉」や「中心人物の気持ちが分かる言
葉」のように心情が直接表現されている言葉に着目し、「場面の出来
事が分かる言葉」や「登場人物の行動が分かる言葉」「情景を表す言
葉」よりも重視していることが分かる。 
 
⇒登場人物の心情を理解し自分の考えをもつことができるようにな
るためには、児童が直接的な会話文や行動、出来事だけでなく、
中心人物の様子や気持ちが分かる言葉を捉えることが効果的であ
ると考えられる。 

 
 
 
 
 

 

（４）では、肯定的な回答が 81％であることから、児童はこれまで
の既習の知識（読み方）と新しい知識（読み方）を関連付けながら学
習活動に取り組むことができていると分かった。 
加えて、（５）（６）では、昨年度に比べ、肯定的な回答が（５）に

おいては 14％、（６）においては 11％上昇していることが分かった。 
 
⇒既習の知識（読み方）と新しい知識（読み方）とを関連付けたり
自分と他者の考えを関連付けたりする「対話・交流」を生かした
指導が児童に定着してきたとともに、物語を自ら読み深める力が
高まってきたと考える。 
これからも、物語をより深く読むことのできる児童を目指して、
３つの関連付けの方策を追究していく。 
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（１）物語文の学習は好きですか。
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（２）物語を読んだことを基にして、

自分の考えをもつことができますか。
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（５）交流をして、自分と他の人の考えを比較でき

ますか。
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（６）交流活動をして、新しい考えが生まれたり

自分の考えをよりよくしたりできますか。

35% 46% 15% 4%R5

（４）これまで学んだことを生かしながら、その日の

学習に取り組んでいますか。

２～６年生対象「国語の学習について」アンケート 
１回目：令和４年度９月実施  ２回目：令和５年度７月実施 
※「Ｒ４」の結果がないものは、令和５年度に新規追加した項目 

意識調査による児童の実態 

①物語に関する児童の意識について 

②言葉による見方・考え方について 

③3つの「関連付け」について 

※「注目する言葉」の中から選択（複数回答可）された結果 

（３）登場人物の気持ちや場面の様子を想像する
ときにどんな言葉に注目しますか。 

着目する言葉 割合 

中心人物の様子が分かる言葉 ７２％ 

中心人物の気持ちが分かる言葉 ７２％ 

会 話 文 ６６％ 

場面の出来事が分かる言葉 ５４％ 

登場人物の行動が分かる言葉 ５３％ 

情景を表す言葉 ３５％ 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

〈成果〉 

 

〈課題〉 

 

≪本校の研究をご指導くださった講師≫ 
早稲田大学教職大学院  教授                                  遠藤 真司 先生 

東京都多摩教育事務所指導課教育専門員                  辻   泰成 先生 

○「言葉による見方・考え方」を働かせた読みを活用した物語文の読み方の向上 
・「言葉による見方・考え方」を働かせた読み方（単元を通して着目する言葉を基に登場人物の心情
や情景、変化、主題を読むこと）を基にした物語文の授業づくりに対する理解が深まった。また、
言葉（叙述）を基に物語を読み深めるという意識が教員・児童共に高まった。 

○深い学びの実現に向けた授業づくり 
・「言葉による見方・考え方」を働かせることや「３つの関連付け」を行うことで深い学びの実現に
迫れることが分かってきた。それらを意識した授業づくりを行うことで、児童が物語を深く読む、
すすんで考えを表現する、交流を通して考えを広げたり深めたりする等の様子が見られた。 

○物語文指導の授業改善 
・上記に加え、単元の授業づくりや１単位時間の授業の作り方を整理したり、様々な手だて（思考ツ

ールや心情曲線、動作化など）の理解が深まったりすることで、深い学びを実現する授業改善をす
ることができた。 

○より深い学びの実現に向けたさらなる手だて 
・言葉に着目し、見方・考え方を働かせるための単元・１単位時間の作り方、３つの関連付け等を中
心に、児童の深い学びの実現に向けて取り組むことで、児童に変容がみられ、学びの深まりを得ら
れるようになってきたが、日々の授業場面において、児童に気付きを与えるための言葉の精選や、
ねらいに向かうための対話・交流の方法選択についてはまだ不十分であると考える。今後もより深
い学びの実現に向け研鑽を重ねていくとともに、物語の読み方や考えの形成・見直し方、交流の仕
方等の手だてを検討・改善していきたい。 

○物語文指導に加え読書指導の充実 
・物語文の学習を通して、児童の物語の読み方の理解が深まってきた。今後それらのことを生かしな
がら読書指導についても充実を図り、読書の幅を広げたり読書への親しみを深めたりしていく。 

【成果と課題】 
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